	DICOMO2010論文フォーマット

	

	情報太郎†　　処理花子††

	

	このパンフレットは，DICOMO2010に投稿する論文の最終版を，MS-Wordを用いて作成し提出するためのガイドである．このパンフレットでは，論文作成のためのMS-Wordテンプレートファイル（.dot）について解説している．また，このパンフレット自体も論文と同じ方法で作成されているので，必要に応じて雛形として参照されたい．

	

	DICOMO2010 Paper Format

	

	TARO JOHO†　HANAKO SHORI††

	

	This pamphlet is a guide to produce the final camera-ready manuscript of a paper to be submitted to DICOMO2010 using MS-Word template file (.dot). Since the pamphlet itself is produced with the MS-Word template file, it will help you to refer it.


1. はじめに
「マルチメディア通信と分散処理 (DPS)」、「グループウェアとネットワークサービス (GN)」、「モバイルコンピューティングとユビキタス通信 (MBL)」、「コンピュータセキュリティ (CSEC)」、「高度交通システム (ITS)」研究会および「ユビキタスコンピューティングシステム (UBI)」「インターネットと運用技術 (IOT)」研究会の共催、「放送コンピューティング (BCC)」研究グループ、「情報セキュリティ心理学とトラスト (SPT)」研究グループの協賛で DICOMO2010シンポジウムを開催します。

これまで、平成9年度ニセコ、平成10年度指宿、平成11年度白浜、平成12年度山代、平成13年度鳴門、平成14年度西伊豆、平成15年度阿寒湖、平成16年度雲仙、平成17年度花巻、平成18年度琴平、平成19年度鳥羽、平成20年度定山渓、平成21年度別府にて DICOMOシンポジウムを開催し、インターネットを中心とした通信技術から、マルチメディア通信、分散システム、グループウェア、モバイルコンピューティング、ITS、ユビキタスや放送コンピューティングに関する分野の研究について活発な論文発表や議論を行ってまいりました。

平成22年度もこれまでに引き続き、ネットワークに関する研究分野を対象に、研究者間の深いディスカッションと交友の場となるよう、合宿形式によるDICOMO2010シンポジウムを開催いたします。
2. 論文フォーマットについて
ページ数の制限はなくなりました．フルペーパーに相当する論文を基幹論文誌推薦の対象とします．また本論文の体裁は「情報処理学会論文誌(ジャーナル)原稿執筆案内」（http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/shippitsu/journal.html）に準拠します．このフォーマットは，上記案内に準拠したものです．

なお，著者も含めて論文誌作成に関わる全ての人々の労力を軽減するためにも，原稿を作成する前に執筆案内を良く読んで規定を守って下さい．
3. 論文〆切
論文締め切りは5月17日（厳守）です．締め切りまでに下記システムにて参加登録および論文投稿を行ってください．論文投稿の前に参加登録が必要となりますのでご注意ください．スケジュールに余裕はございませんので，〆切厳守でお願いいたします．

参加登録：http://www.dicomo.org/2010/registration.html

論文投稿：http://www.dicomo.org/2010/submission.html
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